人員基準チェックリスト（介護療養型医療施設－認知症疾患型）

	区分
	基準及び確認（空欄には必要事項を記入し、基準確認後は□にレ点を入れること。）

	定員数
	


	入院患者数

（前年度平均値）
	
　　　　　　　　　　　　÷　　　　　　　　　　　＝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小数点第2位以下切上）

	従業者
	医師
	· 医療法上の必要数以上を配置しているか（病院全体）

· うち1人以上は老人性認知症疾患療養病棟担当か




	
	薬剤師
	· 医療法上の必要数以上を配置しているか（病院全体）




	
	看護職員
	· 看護職員を常勤換算で当該病棟における入院患者数が４又はその端数を増すごとに１人以上配置しているか

＜必要数計算式＞

　　　　　　　　　　　÷　４人　＝　　　　　　　≒
（例）（30人）　　　　　　　　　　　（7.5）　　　　（8人）
＜常勤換算式＞（小数点第2位以下切捨）

　　　　　　　　　　　÷　　　　　　　　　　　　＝

(例)（４週　計1300ｈ）　　（週40ｈ×４週＝160ｈ）　　（8.1人）

	
	介護職員
	· 介護職員を常勤換算で当該病棟における入院患者数が８又はその端数を増すごとに１人以上配置しているか

＜必要数計算式＞

　　　　　　　　　　　÷　８人　＝　　　　　　　≒
（例）（30人）　　　　　　　　　　　（3.75）　　　　（4人）
＜常勤換算式＞（小数点第2位以下切捨）

　　　　　　　　　　　÷　　　　　　　　　　　　＝

(例)（４週　計700ｈ）　　（週40ｈ×４週＝160ｈ）　　（4.3人）

	
	作業療法士
	· 常勤専従で1人以上配置しているか（当該病棟）

	
	精神保健福祉士又はこれに準ずる者
	· 常勤専従で1人以上配置しているか（当該病棟）

	
	栄養士又は管理栄養士
	· 1人以上配置しているか（老人性認知症疾患療養病棟に係る病床数及び療養病床の数が100以上の施設である場合）

	
	介護支援専門員
	· 1人以上配置しているか（介護保険適用部分全体で）

· 標準として介護保険適用部分の入院患者数が100又はその端数を増すごとに１人配置しているか

＜必要数計算式＞

　　　　　　　　　　　 ÷　100人＝　　　　　　　≒
（例）（30人）　　　　　　　　　　　（0.3）　　　　（1人）
＜常勤換算式＞

　　　　　　　　　　　÷　　　　　　　　　　　　＝

(例)（４週　計250ｈ）　　（週40ｈ×４週＝160ｈ）　　（1.5人）　

· 常勤か（増員にかかる場合の非常勤の介護支援専門員を除く）

· 専従か（次の場合の兼務を除く）

· 兼務する場合は次の場合か

　□　入院患者の処遇に支障がない場合であって当該施設の他の職務に従事する場合

　□　居宅介護支援事業者との兼務ではないこと（増員にかかる非常勤除く）

	管理者
	· 管理者である医師は、同時に他の病院、診療所の管理者ではないか（医療法第12条第2項の許可を受けた場合を除く）
· 同時に他の介護保険施設等の管理者ではないか（同一敷地内にある等管理上支障がない場合は除く）
・兼務する事業所について

（名称　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　（所在地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　（兼務する職務　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　※介護保険事業以外の職務の場合も記載すること











定員数


　人














前年度の入院患者延数


　人





前年度の日数


　日





入院患者数


　人





従業者の勤務延時間数


時間





常勤従事者の勤務時間数


時間





常勤換算


人





入院患者数


人








人





必要数


人





従業者の勤務延時間数


時間





常勤従事者の勤務時間数


時間





常勤換算


人





入院患者数


人








人





必要数


人





薬剤師


　人








医師（病院全体）


　人





必要数


人








人





入院患者数


人





常勤換算


人





常勤従事者の勤務時間数


時間





従業者の勤務延時間数


時間








